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研修報告書

氏名：市川 直明

所属：長野赤十字病院腫瘍内科／緩和ケアチーム

研修期間：平成　30年　9月　4日　～　平成　　年　　月　　日

研修場所：信州大学医学部附属病院遺伝子医療研究センター

受講動機：
遺伝カウンセリング研修のため

研修内容：
第一火曜日：午後外来陪席、症例のまとめ
夕方〜症例カンファレンス参加
日本人類遺伝学会予行、大学院研究発表会予行参加
GCRP研修会参加

研修成果：
HBOC (疑い含む)3例、Sotos症候群 1例、CEAS 1例、Marfan症候群（疑い含む）2例
DMD 1例、CCMS疑い1例、βthalassemia 1例、scoliosis 3例、他

その他（感想・要望・反省点、等）：
普段接する機会のない小児から成人までの難病遺伝カウンセリングに関わることができ、また、NGSDの会に参加できたことで貴重な知識と経験を得ることができました。
症例カンファレンスでは活発な議論がなされていたのですが、当初ほとんど理解できない状態から徐々に理解できるようになり他領域の遺伝分野への興味が自然と湧いてくるのを感じました。遺伝医学の奥深さを勉強する場を提供してくださるスタッフの方々に心より御礼申し上げます。
